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国⺠党（Partido Nacional）のフアン・オルランド・エルナンデス（Juan Orlando Hernández）は 2017
年 11 ⽉の⼤統領選挙に勝利し、2018 年１⽉から政権 2 期⽬（通算 5 年⽬）をスタートさせた。し
かし、おもに歴代国⺠党政権が絡んだ汚職問題や憲法違反と批判されるエルナンデス⼤統領の再
選問題、同⼤統領の兄妹の⿇薬組織との関係や不正蓄財の疑惑、現役⼤⾂や国⺠党幹部と⿇薬組
織との癒着疑惑などが批判を集めている。たとえば、汚職に関しては、2018 年 1 ⽉の第 2 期エル
ナンデス政権発⾜直後の与党系国会議員 5 ⼈の公⾦汚職による逮捕や、前⼤統領夫⼈の公⾦横領
による逮捕など、政権を揺るがす出来事が次々に発⽣している。加えて、2017 年 11 ⽉ 26 ⽇に実
施された総選挙（⼤統領、国会議員、全国 298 ⾃治体⾸⻑、中⽶議会議員）の開票プロセスが不
透明であるとして、選挙結果を認めない野党⽀持者をはじめとする市⺠による政権への抗議⾏動

















１．第 1 期エルナンデス政権（2014〜2018 年）のガバナンスの特徴 
 
表１は、1982 年以降のホンジュラスの歴代⼤統領を⽰したものである。ホンジュラスでは 1982
年に軍政からの⺠政移管が⾏われたが、現在まで国⺠党と⾃由党（Partido Liberal）の 2 政党間で
のみ政権交代が繰り返されてきた。2009 年の国軍によるクーデターのあと、⾃由党がリブレ党
（Partido Libertad y Refundación: Libre）と分裂し、弱体化したため、それ以降は国⺠党政権が続い
ている。しかし、2010 年に政権に就いた国⺠党のポルフィリオ・ロボ⼤統領（Porfirio Lobo Sosa）
は、治安問題や汚職問題、財政問題、貧困問題の解決に向けてほとんど成果を出すことができな
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⼤統領 政党 任期 
ロベルト・スアソ・コルドバ 
（Roberto Suázo Córdoba） 
⾃由党 1982-1986 
ホセ・アスコナ・オヨ 
（José Azcona Hoyo） 
⾃由党 1986-1990 
ラファエル・レオナルド・カジェハス 
（Rafael Leonardo Callejas） 
国⺠党 1990-1994 
カルロス・ロベルト・レイーナ 
（Carlos Roberto Reina） 
⾃由党 1994-1998 
カルロス・フローレス・ファクセ 









（Roberto Micheletti Baín） 
⾃由党 2009-2010 
ポルフィリオ・ロボ 
（Porfirio Lobo Sosa） 
国⺠党 2010-2014 
フアン・オルランド・エルナンデス 
（Juan Orlando Hernández） 
国⺠党 2014-2018 
フアン・オルランド・エルナンデス 





































と明記されており、説明に⽭盾が⽣じたままであった（2016 年 12 ⽉ 16 ⽇、CNN のエルナンデス⼤統領へのイ
ンタビュー）。セクター⼤⾂は、2014 年 1 ⽉のエルナンデス政権発⾜時には、既述の 7 セクターで開始したが、
何度か改編の後、現在では以下の 7 つのセクターに改編されている。政府総合調整（Gabinete Sectorial de 















した。というのも、2013 年 11 ⽉の国会選挙で国⺠党は過半数に届かず、新政権と新国会が発⾜す











⼈当たりの殺⼈認知件数は、エルナンデス⼤統領が総選挙に勝利した当時の 2013 年の 85.5 ⼈か
ら 2014 年には 79 ⼈、2015 年には 60 ⼈、2016 年には 59.1 ⼈と減少した［La Prensa, 31 de julio, 
2017］。しかし、軍が警察活動を⾏うことは憲法違反であると野党は主張しており6、また、新設さ
れた軍警察には、陸軍から予算・⼈員・装備が違法に流⽤されていると、⼤学の研究機関やメデ
ィア、市⺠団体が指摘している。このような背景から、2015 年 1 ⽉には、軍警察を常設にするた
めの与党提出法案が国会で否決されている。また、国際社会は 10 万⼈当たりの殺⼈認知件数で治
                                                        
Coordinación General de Gobierno）、ガバナンス・地⽅分権（Gabinete Sectorial de Gobernabilidad y Desentralizción）、
開発と社会参加（Gabinete Sectorial de Desarrollo e Inclusión Social）、経済開発（Gabinete Sectorial de Desarrollo 
Económico）、⽣産的インフラストラクチャー（Gabinete Sectorial de Infraestructura Productiva）、経済規制と運⽤
（Gabinete Sectorial de Conducción y Regulación Económica）、安全保障と国防（Gabinete Sectorial de Seguridad y 



























防・安全保障評議会（Consejo Nacional de Defensa y Seguridad）を軍の上位に創設した。国家警察
についても、警察浄化委員会（Comisión de Depuración）を新設し、警察組織の改編や職員の⾝上













                                                        
7 たとえば、2018 年 3 ⽉ 11 ⽇の TV 局 Canal5 の討論番組「30/30」で、ロボ前⼤統領は⾃⾝の妻ロサ・エレーナ
が逮捕された件（後述）に関して「こうした決定には司法だけではなく⼤統領府のトップ数⼈も関与している」
と暴露している。 
8 2015 年 6 ⽉ 11 ⽇ La Prensa 紙 “TSC inicia investigación por alquiler de patrullas,” 
http://www.laprensa.hn/honduras/848628-410/tsc-inicia-investigaci%C3%B3n-por-alquiler-de-patrullas など。⾒解につい


































たこれらの公共⼯事の総額は 2010 年から 2015 年の間で 5 億レンピーラ（2,000 万⽶ドル）に上る




                                                        
10 2016 年 12 ⽉ 16 ⽇、CNN のエルナンデス⼤統領へのインタビュー。 
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から難しいと返答したと証⾔している。同じく、ファビオのいとこで当時「押収資産管理事務所












察が犯罪組織を容易に裏切ることを経験から知っているため、保険代わりに 2013 年 12 ⽉から⽶
国⿇薬捜査局と司法取引をし、膨⼤な証拠をわたしたということであった。加えて、マラディア
ガと他の⿇薬組織との会話のなかで、2013 年の選挙時に少なくとも 25 万⽶ドルをエルナンデス
陣営側にわたしたという内容も含まれていることが暴露されており、エルナンデス側は関与を否
定しているものの疑惑が深まっている［Goldstein and Weiser 2017］。 
2016 年 10 ⽉には、⿇薬密輸現場に放棄されたヘリコプターを発⾒したホンジュラス国軍のロ






と主張している。また、2017 年 7 ⽉には元国家警察幹部が、国家警察総務・法務顧問を務める妻
とともに当局に逮捕された。個⼈⼝座に説明のつかない 2,700 万レンピーラ（約 117 万⽶ドル）が





ホンジュラス社会保険庁（Instituto Hondureño de Seguro Social: IHSS）を舞台にした⼤規模な公⾦
                                                        
12 他にも、前国⺠党国会議員幹事⻑で元治安⼤⾂のアルバレス（Oscar Álvarez）はロボ⼤統領を通じてカチーロス
を紹介されている。数々の疑惑があるなか、すでに選挙に勝利していたにも関わらず 2018 年 1 ⽉に突然辞任し
て⽶国に移住することを発表したが、それは⾃主的に⽶国当局に出頭するためといわれている。この他、地⽅⾃
治体も同様で、⼤統領顧問のポンセ（Marvin Ponce）は 2013 年の選挙で⿇薬密輸組織から資⾦援助を得た市⻑
は少なくとも 35 ⼈はいる、と発⾔している。［La Ultima Hora, 15 de agosto, 2014］ 
13 アントニオは弁護⼠時代から犯罪組織とのつながりが噂されていた⼈物である。 
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横領などの汚職問題が発覚した。容疑は、社会保険庁のセラーヤ⻑官（Mario Zelaya）をはじめと








宅銀⾏（Banco Hondureño de la Producción y la Vivienda: BANPROVI）のアルバレス社⻑（Juan Carlos 













［La Prensa, 15 de agosto, 2017］。 
また、2017 年 11 ⽉の⼤統領選挙直後には、ロボの妻が、⼤統領夫⼈時代に退任 6 ⽇前というタ
イミングで公⾦ 1,220 万レンピーラ（約 51 万⽶ドル）を引き出し、⾃⾝の個⼈⼝座に振り込んだ
公⾦の不正⽀出の容疑で逮捕されている。この事件に関しては、反汚職・無処罰サポート・ミッ
ション（Misión de Apoyo contra la Corrupción y la Impunidad en Honduras: MACCIH）がロボ政権のほ
かの政府⾼官の関与についても⾔及しているが［Diario Tiempo, 18 de febrero, 2018］、ほかにも 2011




万レンピーラの⼩切⼿が存在していると、裁判所に告発をしている［La Prensa, 28 de abril, 2018］ 14。 
                                                        
14 他にもジョロ県周辺を縄張りとするソト⼀家の摘発では、ジョロ市⻑のソト以外に、ソトの妹のディアナ・ソ
ト国⺠党国会議員が逮捕された。また、国家警察の元副署⻑ルドウィング・セラーヤは国内北部での⿇薬密輸に
関与し、2016 年に⽶国に引き渡された。2018 年 5 ⽉にはオランチョ県副司令のホセ・オルランド・レイバが⿇
薬密売に関与した容疑と 300 万レンピーラの不正蓄財によって家族と共に逃亡先の⽶国で指名⼿配されており、
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犯罪組織との癒着問題が後を絶たなかった。 
15 主要テレビ局はフェラーリ（Rafael Ferrari）、主要新聞社はフローレス（Carlos Flores）やカナウアティ（Mario 
Canahuati）のような伝統的なエリート⽀配層で独占されている。 
16 MACCIH/OEA ウェブサイト（http:/www.observatoriohonduras.org/sitio/project-category/acceso-a-la-justicia/page/2, 
2018 年 7 ⽉ 8 ⽇現在） 
17 たとえば、現⾏の最⾼裁判事であれば、La Prensa,“Honduras: Ellos conforman la Corte Suprema de Justicia.”11 de 
Febrero, 2016. 
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新興政党が⼤躍進した 2013 年の国会議員選挙の結果は、ホンジュラスの脆弱な司法の改善に⼤
きな影響を与える第⼀歩になる可能性があるとして、識者やメディアから注⽬を集めていた。そ








ある第 239 条（⾏政の⻑にあるものは⼤統領候補になれない）や第 374 条（⼤統領再選禁⽌に関
する条項を修正してはならない）、刑法第 300 条（再選を企図してはいけない）は違憲・違法であ





2015 年から 2016 年 1 ⽉にかけて⾏われた最⾼裁判事選挙では、法に従い国内の 7 つの社会セ
クター18の代表から推薦者リスト（各 20 ⼈、計 140 ⼈）が提出された。その後、各セクターの代
表 1 名ずつからなる選出委員会が各候補者を評価のうえ（候補者を選出したセクターの委員を除








律に基づいて投票が 5 回も繰り返されたが、それでも判事が決まらなかった。しかし、6 回⽬の投
票の際に、国⺠党による票の買収で反汚職党の議員 3 ⼈が党の決定を無視するかたちで賛成に回
                                                        
18 最⾼裁（La Corte Suprema）, 弁護⼠会（el Colegio de Abogados de Honduras: CAH）, ⺠間企業会（el Consejo 
Hondureño de la Empresa Privada: Cohep）, ⼈権擁護官（el Comisionado Nacional de los Derechos Humanos: Conadeh）, 
法学者評議会（los claustros de profesores de Ciencias Jurídicas）、労働者連盟（las confederaciones de trabajadores）,
市⺠社会組織（las organizaciones de la sociedad civil）。 
19 ホンジュラス共和国憲法第 315 条。 
20 Decreto No-140-2001”Ley orgánica de la junta nominada para la elección de candidatos magistrados de la la corte suprema 
de justicia”（「最⾼裁判事選挙のための選出委員会組織法」） 
21 同法によれば、候補者は（1）ホンジュラス国籍で、弁護⼠もしくは公証⼈（Notario）の資格を持つ、（2）35 歳
以上、（3）5 年以上の司法での実務経験、もしくは 10 年以上の弁護⼠・公証⼈としての実務経験、の 3 条件を
満たす者。 
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った結果、国⺠党と⾃由党が推薦する判事 15 ⼈（国⺠党系 8 ⼈、⾃由党系 7 ⼈）が予定どおり承
認された。 
2017 年 11 ⽉の総選挙はそういった状況下での選挙であった。加えて、最⾼選挙裁判所による
選挙開票プロセスの不⼿際もあり、2017 年の総選挙直後から反対派の市⺠による抗議⾏動が激し







罪者の無処罰問題の改善を求めた市⺠が、2014 年 4 ⽉頃から、おもに毎週⾦曜の⼣⽅に社会正義
を求めて「汚職と無処罰に対する松明⾏進」（Marchas de Antorchas contra la Corrupución y la 
Impunidad）と呼ばれる⼤規模な平和的デモ⾏進をはじめた。参加者は「怒れる市⺠」（Los Indignados）
と名付けられ、従来の労働者組合や農⺠団体のみならず、SNS を通じてこうした動きを知った学







写真 2 テグシガルパの中央公園での IHSS 汚職に抗議するハンガーストライキ 
（筆者撮影 2015 年 10 ⽉ 31 ⽇） 
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追機関である「ホンジュラス無処罰対策国際委員会」（Comisión Internacional contra la Impunidad en 
Honduras: CICIH）を創設すること、そして⼤統領、検事総⻑・副⻑に対する弾劾裁判を実施する
ことであった。ホンジュラス無処罰対策国際委員会は、すでにグアテマラで実績を持つ「グアテ
マラ無処罰問題対策国際委員会」（Comisión Internacional contra la Impunidad en Guatemala: CICIG）
にならった組織を想定している。 
従来とは異なり多数の⺠衆による抗議⾏動が全国的に広がる状況は、エコノミスト誌において、
中東の⺠主化運動「アラブの春」に模して「中⽶の春？」（A Central American Spring?）と呼ばれ、
⺠衆による社会変⾰が起こるか、とも報道された［The Economist,15 august, 2015］。グアテマラで







エルナンデス政権は当初、こうした抗議⾏動を無視していた。しかし、2015 年 6 ⽉から 8 ⽉に
かけて、合計で 270 を超える抗議⾏動が全国で同時発⽣するなど活動が激化した。そのため政権
写真 3 写真：⼤統領再選に抗議する⾸都テグシガルパでのデモ⾏進 
（筆者撮影 2017 年 9 ⽉ 15 ⽇） 
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側は対話を余儀なくされ、「国⺠⼤対話」（Gran Dialogo Nacional）を開催した。その席で、政府側
は無処罰対策国際委員会の代わりに「無処罰・汚職対策国家統合システム」（Sistema Integral 
Hondureño de Combate a la Impunidad y la Corrupción: SIHCIC）の設⽴を提案したが、中⾝が⾻抜き
であったため、野党や市⺠グループ（中⼼的役割は若者グループ「怒れる反対者による社会運動」
（el Movimiento Social Oposición Indignada: OI））からの激しい反対にあった。その結果、⽶州機構
（Organization of American States: OAS）が仲介し、国際判事と検事の設置、「ラス・アメリカス司
法研究センター」（Centro de Estudios de Justicia de las Américas: CEJA）を通じた調査・分析、「反汚
職⽶州防⽌条約推進監視機構」（El Mecanismo de Seguimiento de la Implementación de la Convención 
Interamericana contra la Corrupción: MESICIC）への参画、司法監視などを盛り込んだ「ホンジュラ
ス反汚職・無処罰サポート・ミッション」（Misión de Apoyo contra la Corrupción y la Impunidad en 
























イニシアティブで 1997 年 9 ⽉に発⾜した組織である。同フォーラムには 30 以上の各種市⺠団体
が⾃由に参加し、オープンな議論と政府との政策対話による市⺠の政治参加を通じた⺠主主義の
深化を⽬的としていた［Foro Ciudadano 1999, 7］。その後、同フォーラムは、ハリケーン・ミッチ
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以降当時の世界銀⾏／IFM がホンジュラスを含めた重債務貧困国に対して適⽤していた重債務貧
困国イニシアティブにおける政府の取り組みを監視するオンブズマン的な存在となっていった
［Cruz, Espinoza 2003, 2-3］。重債務貧困国イニシアティブでは、債務国が「貧困削減戦略ペーパ
ー」や包括的な復興計画である「国家復興・変⾰マスタープラン」（El Plan Maestro de Reconstrucción 
y Transformación Nacional）を作成し、実⾏しなければならなかったが、市⺠フォーラムはそれを
監視する市⺠団体となっていったのである。 
このような背景から、1998 年 11 ⽉以降は警察改⾰のみならず、「⺠主主義の強化（Fortalecimiento 
Democrático）：選挙改⾰、司法改⾰、⽴法府の近代化、治安」、「教育・⽂化改⾰」（Cambio Cultural 
y Educativo）、「予防と社会統制（Prevención y Control Social）：汚職対策」、「包括的開発計画」
（Estrategia Integral del Desarrollo）の 4 つを軸にして、定期的な会合を通じた市⺠による政策提案
へと活動の幅を広げていった。市⺠フォーラムは 1999 年以降定期的に政府と協議を⾏い、選挙法







ーヤ政権下の 2006 年 2 ⽉に成⽴した「市⺠参加法」（Ley de Participación Ciudadana）に基づいて、
政府の開発政策「国家計画」（Plan de Nación）に対するオンブズマン的な組織である「ホンジュラ









2015 年に激化したエルナンデス政権に対する抗議⾏動は、当初はリブレ党や 2009 年のクーデ
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た抗議⾏動で、具体的活動の中⾝を検証することのできた 536 件の抗議⾏動のうち暴⼒的⾏動に









執筆時点（2018 年 7 ⽉）では、ゼネストやデモ⾏進などは沈静化している。しかし、2017 年 11
⽉の選挙結果から⽣じた各種問題の協議のための国⺠対話（Dialogo Nacional）が国連開発計画の
仲介で実施される⼀⽅で、野党がそれへの参加を拒んでおり、2018 年 5 ⽉に⼊って国⺠対話プロ
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